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平成元年３月の学習指導要領の告示によって，「生
活科」が誕生した。低学年社会科の廃止によって，小
学校における社会認識形成の体系が変革されることに
なった。
本稿は新設された生活科における社会認識形成の理
論を解明することを目的とする。この目的を達成する
ために，既存の類似教科との比較によって，生活科に
おける社会認識形成の理論を明らかにしていく方法を
採用する。
体験や活動を重視している生活科と類似の教科とし
て，昭和22, 26年版学習指導要領社会（以下，初期社
会科と表す）とコア・カリキュラム社会科（以下，コ
ア社会科と表す）がある。
まず，３者における目標・社会認識内容の検討及び
社会認識形成方法の検討を行う。この検討を通して，
３者の共通点及び相違点を明らかにする。そして，そ
れらの成果を生かして，生活科における社会認識形成
の特質及び問題点，今後の課題について述べる。
Ｉ 。目標・社会認識内容の検討
１　昭和22, 26年版学習指導要領社会科
初期社会科はアメリカ合衆国のヴァージニア･プラン
をモデルとして誕生した。コア・カリキュラムである
ヴァージニア プーランが一教科社会科として導入され
た。このことが，初期社会科とコア社会科を近接した
ものにしている。　 昭和22年版学習指導要領は，社会
科の任務は社会生活の理解でありその内容は相互依存
関係であることを，次のように述べている。
｢今度新しく設けられた社会科の任務 は，青少年
に社会生活を理解させ，その進展に力を致す態度や
能力を養成することである。そして，そのために青
少年の社会的経験を今までよりも，もっと豊かにもっ
と深いものに発展させて行こうとすることがたいせ
つなのである。
社会生活を理解するには，その社会生活の中にあ
るいろいろな種類の，相互依存の関係を理解するこ
とが，最もたいせつである。そして，この相互依存
の関係は，見方によっていろいろに分けられるけれ
ども，ここでは次の三つに分けることができよう。
－ ，人と他の人との関係
二，人間と自然環境との関係
三，個人と社会制度や施設との関係」（①p.1 ）
この社会生活の理解は，内容の教授によってなされ
るのではなく，青少年の社会的経験の発展によってな
された。即ち，初期社会科における内容の系統は，学
問的系統ではなく，青少年の生活の問題を中心 とした
系統である。この点については，昭和22年版学習指導
要領は次のように述べている。
「また，全体に学問的系統や，表面的な系統がな
いように見えるかもしれないが，それよりも，もっ
と強固な，且つ，一そう自然的な系統があること，
即ち，青少年の生活経験を系統的に発展させるよう
に考慮されている事実に注意してもらいたい。学問
上の系統はもとより必要であるが，それが生徒のも
のとして理解され，活用されるのは，論理的思考が
十分に進んだ段階においてである。その段階に至る
までは，むしろ青少年の生活の問題を中心として，
知識・能力・態度等が系統づけられ，発展せしめら
れる方がよいのである。」（①, pp.10 ―11)
以上の検討から，初期社会科の目標・社会認識内容
を表わす鍵概念は，次の３つであることが分る。
①社会生活の理解，②相互依存関係，③生活経験の
系統
２．コア・カリキュラム社会科
コア社会科に関しては多種多様な実践及び理論が存
在する。本稿では代表的実践として，明石附小プラン
と桜田プランを分析対象とする。
コア社会科においては，コア社会科の目標を実現す
ることは教育の目標を実現することになる，と主張し
ている。 この点について，桜田プランは，次のように
述べている。
厂これを要約すれば小学校教育の目標は，有能な
個人となり，社会人となるために必要な理解・態度・
能力を養うということに盡きる。もし，かりに，こ
れを社会科の観点から見ると，社会科の目標である
社会の諸機能が相互に関連している社会生活を，人
間性に関係させ理解させて，社会的に目を開かせて
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公民的資質の発展を期するということと理念的に一
致する訳である。だから，社会科のこの目標を達す
るための，学習の素材・学習の形態・学習の過程の
なかに各教科の諸要素が重要な関係において含まれ
ていることとなる。
つまり，社会科の学習計画，学習活動が完全にいっ
て居れば，小学校教育の目標の大部分が，みたされ
ていくことになる。」（②，p.36）
明石附小プランにおいても同じような目標を述べ，
そこで育てられる現想的人間を，実践的な人間像と呼
んでいる。実践的人間の形成のためには生活カリキュ
ラムヘの転換が必要であることを，次のように述べて
いる。
「所が，かかる実践的人間を形成するためには，
もはや従来の学問体系から演繹されたばらばらな知
識を伝達するというような内容では満されなくなっ
た。実践的人間形成の為め教育内容は，児童の現実
生活そのものから取上げ，ここに起る問題を解決し
てよりよい生活を形成するという実践を通じてのみ
よく達せられるのである。即ちよりよい児童生活の
系列を組織した生活カリキュラムによらなければな
，らないのである。この教育内容は学校を否定したり
知識を否定するものでなくて，かえってそれらは生
活に生きて働くものである。」（③, P-  6)
以上のような生活カリキュラムの重要性と同時に，
両プランとも社会哇を組み込んだ内容構成の必要性を，
次のように述べている。
「このために，私たちのもくろむ教育計画は，子
供たちの欲求(Needs) と関心（lntｅｒｅｓtｓ） にも
とづ軋 興味をもって学習のすすめられる課題でな
ければならない。そして同時に，社会の諸機能が互
いに支え合うところに，豊かな生活が営まれていく
ことを ，生活上に出てくるいろいろな問題を解決さ
せながら理解さすべきである。
であるから，児童中心(Child center) 的な教
育方法をとりながらも，その教育内容は，社会生活
を中心(Social center) とするものであることが
条件である。」（②, p.82)
桜田プランのこのような主張と同様に，明石附小プ‘
ランでは，社会形成という言葉を使用して，内容への
組み込 みを次のように主張している。
「教育が社会形成と人間形成との相互媒介の過程
であるということは，上図（略）に明らかな如く社
会の要求を強いる社会形成一本の立場も，社会を忘
れて抽象した子供の要求を強いる人間形成一本の立
場 も共に誤りであることを意味しているのである。」
（③, P-2)
以上の検討から，コア社会科の目標・社会認識内容
を表わす鍵概念は，次の３つであることが分かる。
①コア社会科目標と教育目標との一致性，②児童の
現実生活上の問題，③社会形成
３。生活科
生活科では，「自立への基礎を養う」ことが，究極
的な達成目標とされている。 この目標を達成するため
には，４つの視点をふまえておかなければならないこ
とを ，次のような表現で述べている。　 厂
「この教科目標には，その究極的なねらいが掲げ
てある。すなわち，４つの視点とは，
（1） 具体的な活動や体験を通すこと。
（2） 自分と身近な社会や自然とのかかわりに関心を
もつこと。
（3） 自分自身や自分の生活について考えること。
（4） 生活上必要な習慣や技能を身に付けること。
である。そして，これらの莨,氛を押さえることによっ
て ，『自立への基礎を養う』という究極的な目標を
達成するとしているのである。」（④，ｐ．７）
この目標を受けて内容構成がなされている。内容構
成の特徴は，内容構成の視点を明示したことと，活動
や体験をも内容であると言っていることである。
内容選択の視点 は，次のような基本的視点と具体的
視点から構成されている。
・基本的視点
１．自分と社会（人々，物）とのかかわり
２．自分と自然とのかかわり
３．自分自身
・具体的視点
健康で安全な生活，身近な人々との接し方，公共
物 の利用，生活と消費，情報の伝達，身近な自然と
の触れ合い，季節の変化と生活とのかかわり，物の
製作，自分の成長 ，基本的な生活習慣や生活技能
（④, pp.17 ―18)
活動や体験 の位置づけに関して は次のように説明を
している。
「次に，生活科の内容構成について，もう一つの
特色を指摘しておきたい。それは，教育課程審議会
の答申にある。「この教科の性格から，例えば，児
童が見る，調べる，作る，探す ，育てる，遊 ぶなど
の具体的な活動や体験を行ったり，それを言葉，絵，
動作，劇化などにより表現したりすることなどを内
容 の一環として取りあげる。」ということである。」
（④, pp.18 ―19)
以上の検討から，生活科の目標・社会認識内容を表
わす鍵概念は，次の３つであることが分る。
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①自立への基礎，②理科・社会・道徳的内容 ，③活
動・体験の内容化
以上で，分析対象とした３者における鍵概念を抽出
した。抽出した鍵概念に基づきながら，３者の共通点，
相見点を検討していく。そして，その成果を生かして，
生活科における社会認識形成の理論を述べていく。
目標に関しては，コア社会科が一番大きな目標を提
示している。これはコア社会科の性格からくるところ
である。社会科という名称にもかかわらず，コア社会
科は教育全体の目標と重複する目標を提示している。
これに対して，初期社会科の目標は，社会生活の理
解に明確に絞られている。即ち，一教科の目標の範囲
内に留まっている。生活科は究極目標を「自立への基
礎」におくことによって，内容教科としての性格を弱
いものにしている。
次に，内容構成の基本的構造について述べていく。
コア社会科においては，現実生活上の問題が基本的
内容となっている。また同時に，地域社会の問題の重
要性も指摘されている。これらの問題を解決するため
には，教科の枠に捉われない追求過程が必要となって
いる。
初期社会科では生活経験の系統を内容構成の基本と
し，その理解の中心は相互依存関係におかれている。
社会的問題も内容として入ってくるけれども，あくま
でも，子どもの生活経験の枠内に入ってくるものに限
られるという考え方である。この点が，コア社会科が
地域社会の問題を積極的に取り入れようとしたことと
は，違うところである。また，相互依存を理解の中心
に置いたことによって，社会批判 の性格が弱いものに
なっている。
低学年理科・社会科が廃止されて誕生したという経
緯から，生活科の内容は低学年理科・社会のそれを中
心に構成されている。そして，それに自立への基礎と
いう究極目標に対応した内容が，附加されるという構
造になっていて，社会性が弱い内容となっている。
また，生活科においては，活動や体験も内容である
ことを，次のように述べている。
厂このことは，生活科にあっては，具体的な活動
や体験は，単なる手段や方法ではないということで
ある。それらは，内容であり，方法であるとともに。
目標でもある。すなわち，具体的な活動や体験その
ものが，生活科にあっては極めて重要な意味を もっ
ているわけである。生活科は，目標と内容と方法の
統一を，その本質としているのである。」（④，ｐ.
19）
このような記述にもかかわらず，活動や体験が内容
の系統を決定する位置には置かれていない。内容の決
定は内容選択の視点によっている。即ち ，活動や体験
は手段・方法の位置に置かれていると言わざるをえな
い。これに対して ，コア社会科 ，初期社会科におい
ては，現実生活上の問題解決のための活動が中心的位
置におかれている。ここでは，生活経験の系統と活動・
体験の系統が同時に育てられている。
このように検討してくると，生活科が活動，体験を
最 も重視している教科であるとは言い難いことが分か
る。
活動，体験，遊びを豊かにしていく生活科を重視し
ていくためには，これらの具体的内容を系統づける理
論を確立することが大切である。
以上の検討の結果，生活科における社会認識形成を
進めていくために必要なことは，次の３点であること
が明らかとなった。
①　 厂自立への基礎」という究極目標がどのような
内容指示機能を持っているかを明らかにすること。
②　生活科で育成する社会科の内容構造を明確にす
ること。
③　活動 ，体験 ，遊びの具体的内容及びその系統を
明確にすること。
以上のような点を解明していく実践及び理論の蓄積
を怠ったならば，生活科の基盤は確立されず崩壊への
道をたどることとなる。
ｎ　社会認識形成方法の検討
初期社会科，コア社会科，生活科の３者は，いずれ
も，子どもの活動を通して認識の形成を図っている。
ここでは，３者の社会認識形成の方法を抽出し，それ
ぞれにおける特質を理解する鍵概念を抽出する。
１。昭和22, 26年版学習指導要領社会科
初期社会科における社会科学習の方法は，「なすこ
とによって学ぶ」という原理によって貫かれている。
この点について，昭和23年の『小学校社会科学習指導
要領補説』は，次のように述べている。
「一般に小学校の教育方法の原則は，なすことに
よって学ぶということであります。教室は児童たち
の作業場となり，児童たちは自分たちにとって意味
のある各種の活動に参加するのであります。そして
そのような活動を通じて，児童たちは知識・技能や
態度や理解を得，現在の環境に適応することができ，
さらに社会生活を不断に進歩させ，文化をおしすす
めるのに必要な能力を身につけます。この場合児童
たちにとって意味のある活動は，これを根本的に考
えれば，彼等が生活上直面する問題の解決の過程の
中に起ってくるものであります。」（⑤, p.13)
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ここでは生活上直面する問題の活動を通した解決が，
社会認識形成方法の中心になっていることを明確に述
べている。生活上直面する問題は子 ども一人ひとりに
よって違うものである。しかし，学年を通して学習し
たときには，主要経験領域が学習できるようにするこ
とは，最低限のこととして要求されている。
この主要経験領域に関して，昭和22年版学習指導要
領は試案として，次のような提示をしている。
第１学年　 家庭・学校および近所の生活
第２学年　　　　　 同　　 上
第３学年　 地域社会の生活
第４学年　 私たちの生活の現在と過去
第５学年　 現代日本の生活
第６学年　 日本の生活 と諸外国
これらの主要経験領域における問題解決過程は，単
元というまとまりを持った形で，教師によって設計さ
れる。この単元計画の必要性について，昭和26年版学
習指導要領は，次のように述べている。
「社会科の任務 は，児童が現実の生活の中で直面
する問題をとらえて，その解決を中心にして有効な
生活経験を積ませることである。
そして有効な生活経験は単なる断片的な経験の寄
せ集めではなくて，まとまりのある，組織された経
験でなくてはならない。
この経験の組織 ，言い換えれば学習活動が問題解
決を中心として次々に発展していって形づくられる
まとまりが，社会科の単元である。」（⑥, P-24)
「単元 は，その性格上，個々の学級教師によって
つくられることが必要である。なぜなら，単元の構
成と展開の基盤になる児童の具体的問題や必要や欲
求は，それらの児童と日常接している教師だけが，
じゅうぶんにつかむことができるからである。すな
わち，児童の気持やその動きをはっきりととらえて
いる人は，担任の教師以外にはないからである。」
（⑥, p.25)
以上の検討の結果 ，初期社会科における社会認識形
成方法を説明する鍵概念は，次の３つであることが分
かる。
①活動を通した学習（なすことによって学ぶ） ，②
生活上直面する問題解決学習，③主要経験領域にお
ける単元学習。
２　コア・カリキュラム社会科
コア社会科における社会認識形成は，生活過程で総
合的に形成される認識の一部としてなされるＯ明石附
小プランでは，この構造を次のように表現している。
・生活は問題解決の連続過程である。
「遷り行く世界に働く人間が，自己の懐く要求と
環境の情勢との交互関係に於て，生 の目的を実現さ
せて行こうとする時，色々の姿で出て来る問題に遭
遇しては解決し，更に次から次へと問題を解決して
絶えず釣合のとれた生活を維持しようとする。略…
… ，教育とは正に人格としての児童 のこの全体的生
活活動そのものであって，決して児童を手段視する
従来への準備活動であってはならぬ。」（③, P-4)
・児童の生活は常に学習過程である。
「児童の成長過程は生活過程であると共に，亦経
験の再編成の過程であり，学習過程でもある。これ
らは有機体としてその人間が環境と交互関係に立つ
ている現実を ，角度を変えてとらえた別名称に外な
らないｏ」（③，ｐ.4 ）
このような認識形成の方法を採用し，中心学習を設
計している。コア社会科の中核をなす中心学習は，社
会生活における基本的問題・生活問題によって構成さ
れている。初期社会科と比較して，問題に社会性が組
み込まれている。このことは中心学習に関する，次の
ような言明から分る。
「児童の社会生活に於ける基本的問題・生活問題
解決の学習を中心学習として，中核的立場に置き，
中心学習を豊かにするであろう。情操・技術・健康
を基礎学習として，中心学習と内的に有機的に統合
し綜合融合して生活学習一本とし，民主的社会に積
極的に参加する望ましい生活学習が展開されるので
ある。」（③, P-  6)
この点 に関しては桜田プランも同じような考え方に
立ち，次のように述べている。
「では，学習指導のカリキュラムをどう構成して
いるのかというと，社会科を中心学習すなわちコア
(Core) に据えている。 この周域に配列されるも
のを基礎学習といい二本建ての内容をもっている。
。そのほか，体育と自由研究を含めて四つの系統をもっ
て編成されている。」（②，p.84）
また，中心学習の性格について は，「社会科という
より社会生活上の問題を解決する学習といった方が適
当である。」（②, p.85) と述べている。ここでも，
コア社会科における中心学習が，社会認識形成を中心
にして構成されていることが分る。
この中心学習の過程は作業単元という形で設計され
る。作業単元の設計が初期社会科のそれと違う点は，
厂社会的要求」を明確に意識していることである。こ
のことについて，明石附小プランは次のように述べて
いる。
「教育内容構成の基盤はあくまで社会的要求によ
るから，先ずその範囲を『社会化』されたものとし
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てとらえる。然し乍ら教育 の実践に於てはその焦点
が教科や教材より学ぶ児童に置きかえられた如く，
社会化された内容は子供の欲求と興味と関心にもと
づく旺盛な実践的動機づけによる目的活動になるよ
う，ここにふくよかな『児童化』という操作を必要
とする。ふくよかな児童化によってのみ学習プロヂ
ェットも自主的学習も可能である。中心学習は正に
生活することを学ぶ『活動プログラム』であるといっ
てもよかろう。」（③, p.14)
以上の検討の結果 ，コア社会科における社会認識形
成方法を説明する鍵概念は，次の３つであることが分っ
た。
①教育＝生活過程・学習過程＝問題解決過程，②社
会認識を中心とした中心学習，③社会化された作業
単元
３　生活科
初期社会科，コア社会科が，その中心に社会認識形
成に関わる内容を置いたのに対し，生活科における社
会認識内容の地位は低い。とくに，社会性の面 は弱く
なっている。このことについて，『小学校指導書生活
編』 は，次のように述ぺている。
「生活科は児童の生活圏である学校，家庭，地域
が学習の場となる。児童がそれらの身近な社会（人
人 ，物）や自然と自分とのかかわりに関心をもつと
いうことは，児童を取り巻く社会や自然を対象化し
て，客観的にとらえることが中心になるのではなく，
それらが自分自身にとってもつ意味に気付き，身の
回りにあるものをもう一度見直し，自分なりの切実
な問題意識を もって，調べたり，考えたり，表現し
たりなどすることである。
生活科においては，社会的事象や自然の事物・現
象のあれこれを客観的にとらえることが主たるねら
いではなく，生活者として社会や自然にどのように
かかわるかを重視している。」（④, p.8)
ここにおいては，社会認識形成の占める範囲は３分
の１以下となっており，初期社会科，コア社会科とは
性格を異にしている。
このような生活科の学習は，「具体的な活動や体験
・を通す」ことによって展開される。この具体的活動や
体験の内容については，次のように述べている。
「具体的な活動や体験とは，例えば，見る，調べ
る，作る，探す，育てる，遊ぶなどの学習活動であ
り，また，それらの活動 の様子や自分の考えなどを
言葉，絵，動作，劇化などによって表現する学習活
動である。」（④，ｐｐ.7 ・8 ）
違って，教科単元の性格を持った内容選択の具体的視
点から抽出された事象を，組み合わせたものとなって
いる。
以上の検討の結果，生活科における社会認識形成方
法を説明する鍵概念は，次の３つであることが分る。
①自然や社会と自分とのかかわり，②具体的活動や
体験，③教材単元
Ⅲ　生活科における社会認識形成の理論
以上の検討の結果，類似した３教科において，目標・
内容・方法に違いがあることが分った。また，初期社
会科やコア・カリキュラム社会科と比較することによっ
て，生活科の実像がより鮮明になってきた。
この項では，以上の成果を整理しながら，生活科に
おける社会認識形成の問題について論じていく。
最初 に目標について述べる。初期社会科 の目標は
「社会生活の理解」におかれ，明確であった。この目
標を達成するための具体的内容は，相互依存の関係で
あると明示されている。このよう｡に初期社会科の目標
には，内容指示機能がある。
これに対して，コア社会科の目標は学校教育全体の
目標と重複していて ，「実践的人間の形成」が示され
ていた。これはコア社会科が社会科＝中心学習という
位置づけを持っていたからである。このような大きな
目標は内容指示機能を失うことが多い。
生活科においては，究極目標は「自立への基礎を養
う」ことであるとしている。この目標はコア社会科と
同様に，あまりにも大目標すぎて，生活科独自の目標
とはなり難い。この目標は全教科の学習を通して養う
べきことで，週３時間配当の生活科に負わせる性質の
ものではない。
このような内容指示機能の弱い目標記述に留まって
いる場合には，内容が目標と切り離されて提示されが
ちである。生活科においては，目標の大きさとは対照
的に，内容についての具体的指示が提示されている。
先に示した３つの基本的視点と10 の具体的視点がそれ
である。
これらの視点が何故自立への基礎を養うための内容
となり得るかについては，何も論じられていない。－
教科に全教科で養うべき目標を課すことは，コア社会
科での失敗を繰り返す原因を作ることともなる。目標
と内容との具体的な関係を明らかにしていくことが，
今後の課題である。
次に，内容について論じていく。
初期社会科，コア社会科どちらにおいても，現実生
活上 の問題が内容の基本である。この問題の系統は，
単元は，初期社会科，コア社会科の経験の系統とは　　前者では経験の主要領域をおおう形で構成され，後者
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では地域社会の問題へも広げる形で構成されている。
この両者においては，子供の問題の系統を優先し，そ
こから経験の主要領域や地域社会の問題へ広げる考え
方をとっている。したがって，子どもの学習意欲は問
題の成立によって保証されるという形をとっている。
これに対して，生活科の内容構成の基本的型は，次
のようになっている。
匚自 然
自立への基礎･斗 社　会
|一自分自身
一｀活動や体験
＜生活科の内容構成の基本型＞
先に述べたように，「自立への基礎」 は内容指示 の
機能を持っていない。したがって，下位の自然・社会・
自分自身・活動や体験が，それぞれ独立した体系性を
持つことになっている。とくに，活動や体験は，どの
教科においても主たる位置を占めているので，各教材
における系統と同時に，全体的系統も必要である。
このような状況下においては，下位の各分野の系統
性が確保されても，生活科全体では無系統ということ
応する一つ の提案をする。
生活科の中で習得する社会認識内容を命題ｲ匕する努
力が教師に要求される。生活科で習得される内容をブ
ラックボックスにしないためには不可欠のことである。
社会認識内容に関する「ＡならばＢである。」という
仮言命題を ，生活科の授業の中から収集していくわけ
である。この仮言命題を整理していけば，生活科で養
われる社会認識内容を構造的 に把握することができ
る。
初期社会科，コア社会科の挫折の一つの原因は，こ
の仮言命題の蓄積や研究仮説一検証 の成果の蓄積に失
敗したからである。即ち，低学年社会科の学習成果が，
中・高学年社会科へどうつながっていくのかが不明確
であった。生活科が定着しうるか否かの分岐点は，こ
の蓄積ができるかどうかにかかわっている。
以上，初期社会科，コア社会科と生活科を比較する
ことによって，生活科の性質を明らかにすることを試
みた。 そして，生活科に含まれている社会認識形成の
理論を，部分的に抽出し提示し，今後の研究 ，実践の
方向性を示唆した。
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